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シルバー人材センター基本理念 
「自主・自立・共働・共助」 

自主とは・・・自分のものとして考える。 
    自立とは・・・自分たちの力で育てる。 

    共働とは・・・一緒になって働く。 

    共助とは・・・お互いに助け合う。 
   

令和８年５月 3１日現在の会員数 

女性会員数１１３人           
カラー          男性会員数２２０人   

                          計   ３３３人 

 

     令和８年度第１回理事会開催しました 
令和８年度第１回理事会を６月５日(金)、理事１５名のうち１０名が参加してシルバー会

議室にて開催しました。林田副理事長のあいさつでは、今年が当センターの設立３５周年の

記念すべき年に当たること、今年は役員改選の年であることなどが述べられました。議案や

報告内容は次のとおりで、すべて賛成多数で承認されました。 

 議案①令和７年度事業実績報告について 

   ②令和７年度決算報告について 

   ③令和８年度定時総会の開催について 

④任期満了に伴う役員候補者の選出及び推薦について 

   ⑤プラチナ会員、ゴールド会員及び夫婦会員の承認に   

ついて 

   ⑥公益社団法人水俣・津奈木シルバー人材センター職員給与規程の一部改正について 

   ⑦公益社団法人水俣・津奈木シルバー人材センター職員就業規則の一部改正について 

 報告①新入会員の報告について    

②表彰候補者（永年表彰）について 

   ③その他（３委員会合同会議の開催について） 

 

令和８年度定時総会は６月３０日、会員の御参加を 
令和８年度定時総会は、次のとおり開催します。会員の皆様の御参加をお願いします。 

・開催日時・場所：令和８年６月３０日（火）午前１０時開会、あらせ（栄町） 

・そ  の 他：懇親会は実施しません。出席者には弁当等を準備し、配布します。 

令和８年度会費の未納の方は、総会当日も受け付けます。 

 

令和８年度・９年度役員候補者が決定 
今年度は、役員（理事・監事）の改選の年であり、６月５日の第１回理事会で次の方を候

補者として選定しました。これらの役員は、６月３０日の定時総会にて選任されることにな

り、理事長、副理事長、常務理事は当日の第２回理事会で決定します。（敬称略） 

《理事》①緒方 雅一（水俣市・新）②林田 三洋（津奈木町・再）③森川 武治（水俣

市・再）④今別府 隆宏（水俣市・再）⑤網中 征良（水俣市・新）⑥真野 成一（津奈木

町・再）⑦上野 俊博（水俣市・再）⑧中村 茂子（水俣市・再）⑨福田 タエ子（水俣

市・再）⑩野添 昭二（水俣市・新）⑪山口 京子（水俣市・新）⑫吉本 憲二（水俣市・

再）⑬竹下 義弘（水俣市・再）⑭浦口 勝也（津奈木町・新）⑮一期﨑 充（水俣市・

再）  《監事》①草野 徹也（水俣市・再）②川野 裕司（津奈木町・新） 



熱中症・蜂・ダニに注意しましょう 
 梅雨に入り、これから毎日暑い日々が続きます。この時期は、熱中症が発生しやすく、ま

た、蜂やダニも活発に活動しています。そこで、それぞれについて注意点や対策を掲載しま

すので、参考にしてください。 

 

◎熱中症対策 

  熱中症の要因は、①気温３０度以上、湿度５５％以上の環境、

②放熱性が悪い服装、③作業負荷や休憩の度合いによるその時の

疲労度、又はその場で動かない状況、④体温調節能力や暑さへの

慣れなどで、これらの組み合わせで発症すると言われています。 

  対策としては、①気温の低い朝方に作業する。②服装は通気性

がよく、肌を露出しない長袖・長ズボンを着用する。③休憩は気

温が３０度より低い日陰で行う。④ファン付きの作業服や保冷剤

を活用する。 

  熱中症になった場合等の応急処置は、意識のある場合は①水分

を補給する。②体温を下げるために首筋、脇の下、太ももの内側にタオルを巻いた保冷剤

を当てて冷やす。 

また、作業現場には、水や保冷剤、経口補水液を入れたクーラーボックスを持ち込み、

備えておくことや休憩時刻、休憩時間、休憩場所を決めておき、それを守ることも大切で

す。症状がひどいときは、医療機関で医師の手当を受けることも重要です。 

 

◎蜂対策 

  蜂に刺されると、最も重篤な症状では呼吸や嚥下
え ん げ

、発話が困難とな   

り、視界が暗くなり、最終的には、意識を失います。緊急処置を取ら 

なければ早くて１０～１５分で呼吸停止又は心肺停止に至ります。 

  対策としては、①ひとりだけの行動は避ける。②蜂が近づいてきた  

ことに気付いたら、低い姿勢で速やかに危険区域から遠ざかる。③長   

袖、長ズボンを着用する。④黒色の服装を避ける。⑤蜂は匂いに敏感   

なので、ヘアトニックや化粧品、香水は避ける。⑥殺虫スプレーを携   

帯する。⑥蜂のいそうな場所での作業時には、防護用品を着用する。 

  刺された場合の応急対応としては、①刺されたことを周囲の人に知らせ、その場所から

避難する。②刺された部位をきれいな水で洗浄する。③ポイズンリムーバー

で毒を吸引する。（口で吸いだしてはだめ）④赤く腫れたところに抗ヒスタ

ミン軟膏を塗り、冷やす。⑥一刻も早く医師の手当を受ける。 

※アナフィラキシーショックの場合は、一刻も早く救急車を呼び、助けを求 

める。アナフィラキシーショックに対する補助治療剤として、アドレナリン

の自己注射器（商品名：エピペン®）があります。 

 

◎ダニ対策 

野外でダニ（マダニ類、ツツガムシ）が生息して場所に立ち入ると、刺されることがあ

り、ダニが細菌やウイルスを保有している場合は、感染症を発症する場合があります。   

対策としては、 
①長袖・長ズボンを着用（ズボンの裾は靴下や長靴の中に入れ 

る。②帽子や手袋を着用し、首にタオルを巻く等肌の露出を少なく   

する。③服は明るい色の者を着用する。（ダニを目視で確認しやす  

くする。）④着用した上着や作業着は家の中に持ち込まない。⑤虫  

よけ剤を使用する。 

※ダニに刺されてから数週間は体調の変化に注意し、発熱等の症状

が認められたら医療機関で診察を受けましょう。 



７月は「安全・適正就業強化月間」 
「令和８年度全国安全週間」は、７月１日から７日までです。シルバー人材センターでも

７月は「安全・適正就業強化月間」として、全国的に安全就業・適正就業の一層の推進を図

っていきます。会員の皆様は、より高い安全意識をもって就業に当たり、事故防止、事故削

減に取り組んでください。 

 

安全啓発動画を参考にして草刈作業時の事故防止に取り組みましょう 

 当センターで発生する傷害事故、物損事故で最も多いものは、草刈作業中のものです。昨

年度も飛び石等が原因による窓ガラスの破損、ケーブル切断、けが等が

発生しました。今回あいおいニッセイ同和損保制作の草刈作業時の事故

防止に関する動画（８分３３秒）を入手しました。内容は、①飛散物、

②法面での作業、③複数の人で作業、④設備付近での作業、⑤キックバ

ック、⑥ナイロンカッターの作業、⑦養生 の７項目で実際にどのよう

な場合に事故が発生しやすいか、事故防止対策などを解説してありま

す。スマートフォンで右のバーコードをスキャンして動画を是非ご覧い

ただき、事故防止の参考にしてください。 

 

大雨・災害発生に備えましょう 

 梅雨に入り、大雨による災害が発生しやすい時期となりまし

た。線状降水帯が発生し、毎年日本のどこかで大規模災害が発

生しています。大雨時や災害発生時は、まず自分の命は自分で

守ることが大切であり、日頃から気象情報等を収集したり、非

常時の持ち出し品を準備しておくなどして災害に備えましょ

う。 

① 日頃から「ハザードマップ」で自分の住んでいる地域周辺の   

危険箇所を確認しておく。 

② 「指定避難所」「指定緊急避難場所」を確認しておく。災害の種類ごとに、最善の避難

先を考えておく。 
③ 防災情報（気象情報や水俣市や津奈木町から情報等）を収集し、危険や異常を感じたら

早めの避難を心がける。 
④ 日頃から非常時の持ち出し品などを準備しておく。 

 

キオビエダシャク（蛾）が今年も異常発生しています 

 イヌマキやナギの葉を食べる「キオビエダシャク」

という蛾（右写真）が異常発生しています。   

毎年数回発生し、幼虫は葉を丸坊主になるまで食害

することがあります。今年の冬にも異常発生しました

が、この時期も水俣市内でも異常発生が確認されてい

ます。駆除には、トレボン乳剤（4,000 倍希釈）やロ

ックオン(1,000 倍希釈）、アディオン乳剤（4.,000～8,000 倍希釈）などを使用します。 

 

シルバー会員を募集しています。女性会員も大募集 
 この時期は、降雨と盛んな日照により草木が繁茂し、当センターには、地域住民をはじめ

多くの方から草刈や剪定作業の業務依頼が殺到します。しかし、現在草刈や剪定作業に従事

している会員は限られており、現在の会員数では十分な対応ができない状況にあります。そ

こで、会員の皆様で草刈や剪定業務ができる方、従事してもよい方はシルバー事務局までお

知らせください。また、知人や隣人でそれらの業務に従事してもいい方（新会員）がいらっ

しゃいましたら、事務局までご紹介ください。また、女性の会員も大募集しています。 



シルバーの倉庫がきれいに整理整頓されました 
これまで当センターの倉庫には、スコップやレーキ、刈込鋏などが混在

して置かれていました。今回深松正美会員が収納用棚を製作・設置され、

それらの用具がきれいに整理整頓、収納されました。その結果、用具の取

り出しや片付けが安全でたいへんやりやすくなりました。前回の竹ほうき

等の収納箱の製作に続き、シルバーにとってたいへん嬉しい職場環境改善

作業でした。会員の皆様は、用具の使用後はきちんと収納されるようにお

願いします。 

 

新しい仲間が増えました 
５月２１日(木)に新入会員研修会を開催し、次の方が受講後入会されました。これま

で培われた知識や技術を、シルバー人材センターでの就業を通じて、地域社会の発展と

活性化のために発揮していただくことを期待しています。 

浦本 信一さん（大迫）、須山 茂さん（八ノ窪町） 

 

令和８年５月の主な項目の実績 
・受託件数 １６８ 件 （１７８件） ・契約金額 15,245,409 円 ( 13,454,032 円) 

・就業率 ５0.５％（５１.２%）   ・会員数 ３３３人（３４４人） 

・当月の入会者数  ４人（２人）    ・当月の退会者数 ０人（６人）  
＊（  ）は前年度５月の実績 

                                                                                                                                                                                                                                                          

事故発生状況報告 
   ■水俣・津奈木シルバー人材センター関係 

事故の種別 令和８年５月の発生件数 令和７年５月の発生件数 

傷害事故 ３   0 

損害賠償事故      ０        2 

   （事故の内容） 

  ・除草剤散布作業で熱中症発症、入院。 

  ・洗瓶作業中、割れた瓶で手のひらを損傷。 

  ・剪定作業中の切った木により左足を打撲。 

 

令和８年６月・７月の主な行事予定 
６月 ４日（木）シルバー陶芸教室（シルバー会議室） 

６月 ５日（金）令和８年度第１回理事会（シルバー会議室） 

６月１０日（水）シルバーサポート会議（シルバー会議室） 

６月１２日（金）組織広報委員会（シルバー会議室） 

６月１５日（月）県シ連事務局長会議（熊本市） 

６月２３日（火）安全運転管理者総会（あらせ） 

６月３０日（火）令和８年度定時総会・第２回理事会（あらせ） 

６月３０日（火）県シ連令和８年度定時総会（熊本市） 

７月 １日（水）新入会員研修会（シルバー会議室） 

７月 ２日（木）シルバー陶芸教室（シルバー会議室） 

７月 ８日（水）シルバーサポート会議（シルバー会議室） 

７月１０日（金）令和８年度県シ連安全大会（宇城市） 

７月１６日（木）・１７日（金）九シ連定期総会・役職員研修会（佐賀市）  
R８.６.１２現在 

 

 


